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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結

累計期間
第52期

会計期間
自平成25年３月26日
至平成25年12月25日

自平成26年３月１日
至平成26年11月30日

自平成25年３月26日
至平成26年２月28日

売上高 （千円） 8,945,506 9,255,717 11,144,044

経常利益 （千円） 312,897 471,954 327,959

四半期（当期）純利益 （千円） 218,535 260,996 226,816

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 584,282 1,310,333 306,277

純資産額 （千円） 6,803,266 7,791,766 6,525,262

総資産額 （千円） 10,638,179 13,033,858 9,605,834

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 25.04 29.91 25.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.0 59.8 67.9

 

回次
第52期

第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成25年９月26日
至平成25年12月25日

自平成26年９月１日
至平成26年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.24 19.25

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は13,033百万円となり、前期末比3,428百万円増加しました。現金及び

預金が742百万円増加している他、急激な円安に伴い流動資産の為替予約が1,006百万円、固定資産の為替予約が

855百万円、それぞれ大きく増加しております。

 負債は5,242百万円となり、前期末比2,161百万円増加いたしました。主な内訳は、東京ビル取得資金500百万

円を含む短期借入金の増加900百万円、支払手形及び買掛金が254百万円の増加、流動負債の繰延税金負債が290

百万円の増加、固定負債の繰延税金負債が313百万円の増加であります。

 純資産は7,791百万円となり、前期末比1,266百万円増加いたしました。繰延ヘッジ損益が1,029百万円増加し

ております。

 

（２）経営成績の分析

　当社は前連結会計年度より決算期を３月25日から２月末日に変更しております。

これに伴い、当第３四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）は、比較対象となる前

第３四半期連結累計期間（平成25年３月26日から平成25年12月25日まで）と期間が異なることから、業績の状況

の比較は記載しておりません。

 

 当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は9,255百万円となりました。当社の中核市場であ

る家電量販チャネルの市況は、消費税増税前の駆け込み需要はあったもののその反動が４月以降に影響している

のに加え、天候不順による消費低迷が続き先行き不透明な状況で推移いたしました。一方、ＴＶ通販チャネルで

は引き続きスティック型クリーナーとハンディスチーマーが好調に推移しております。また海外向けの売上高が

増加し、さらにＦＰＳＣ（フリー・ピストン・スターリング・クーラー）の応用製品としてワクチンクーラーの

大型案件を納品いたしました。その結果、当社グループの売上高はほぼ計画通りとなりました。

 営業利益は163百万円、経常利益は471百万円、四半期純利益は260百万円となりました。急激な円安による輸

入コストの著しい増加を為替予約によりヘッジするとともに、品質確保と製造原価低減活動の推進、全社的な経

費節減により営業黒字を確保いたしました。またＵＳドル資産に対する評価益が大きく発生したため為替差益が

386百万円となり、ほぼ計画通りの経常利益、四半期純利益を計上しております。

 

　　 （３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 （４）研究開発活動

　　　当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、422百万円であります。

　　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,030,000 9,030,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 9,030,000 9,030,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 平成26年９月１日～

 平成26年11月30日
－ 9,030,000 － 1,742,400 － 1,748,600

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　305,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,719,000 8,719 －

単元未満株式 普通株式　　　6,000 － －

発行済株式総数 9,030,000 － －

総株主の議決権 － 8,719 －

 

 

②【自己株式等】

平成26年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

ツインバード工業㈱
新潟県燕市吉田西太田

字潟向2084-２
305,000 － 305,000 3.37

計 － 305,000 － 305,000 3.37

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年９月１日から平

成26年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,227,218 1,970,020

受取手形及び売掛金 2,088,972 2,226,072

商品及び製品 1,957,560 2,230,598

仕掛品 163,475 215,182

原材料及び貯蔵品 199,596 261,314

為替予約 527,057 1,533,816

その他 262,322 333,951

貸倒引当金 △12,021 △13,324

流動資産合計 6,414,182 8,757,631

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,411,348 3,438,901

減価償却累計額 △2,738,310 △2,782,957

建物及び構築物（純額） 673,038 655,943

機械及び装置 555,867 560,613

減価償却累計額 △525,436 △526,935

機械及び装置（純額） 30,430 33,678

金型 1,476,782 1,511,549

減価償却累計額 △1,361,420 △1,396,042

金型（純額） 115,362 115,507

工具、器具及び備品 451,142 476,802

減価償却累計額 △369,032 △385,033

工具、器具及び備品（純額） 82,110 91,768

土地 1,196,154 1,196,154

建設仮勘定 18,821 154,625

その他 918,513 1,167,526

減価償却累計額 △603,851 △780,340

その他（純額） 314,661 387,185

有形固定資産合計 2,430,579 2,634,863

無形固定資産 110,169 97,554

投資その他の資産   

投資有価証券 348,247 375,798

その他 303,521 1,168,898

貸倒引当金 △865 △889

投資その他の資産合計 650,903 1,543,808

固定資産合計 3,191,652 4,276,226

資産合計 9,605,834 13,033,858
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 256,349 511,315

短期借入金 － 900,000

1年内償還予定の社債 100,000 80,000

1年内返済予定の長期借入金 579,458 595,191

リース債務 248,432 225,074

未払法人税等 42,159 172,258

未払消費税等 － 40,613

賞与引当金 54,907 7,770

リコール損失引当金 － 40,673

製品補修対策引当金 11,282 5,654

その他 471,160 902,963

流動負債合計 1,763,750 3,481,513

固定負債   

社債 180,000 140,000

長期借入金 755,761 877,568

リース債務 162,766 203,291

退職給付引当金 96,511 91,908

役員退職慰労引当金 42,738 54,876

資産除去債務 20,100 20,100

その他 58,946 372,832

固定負債合計 1,316,822 1,760,577

負債合計 3,080,572 5,242,091

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,742,400 1,742,400

資本剰余金 1,748,600 1,748,600

利益剰余金 2,542,244 2,759,616

自己株式 △38,287 △38,491

株主資本合計 5,994,957 6,212,125

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 42,768 60,940

繰延ヘッジ損益 439,629 1,469,196

為替換算調整勘定 47,906 49,504

その他の包括利益累計額合計 530,304 1,579,641

純資産合計 6,525,262 7,791,766

負債純資産合計 9,605,834 13,033,858
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月26日
　至　平成25年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

売上高 8,945,506 9,255,717

売上原価 6,383,832 6,836,001

売上総利益 2,561,674 2,419,716

販売費及び一般管理費 2,256,902 2,256,660

営業利益 304,771 163,055

営業外収益   

受取利息 261 266

受取配当金 7,420 5,916

為替差益 90,881 386,062

その他 3,702 2,249

営業外収益合計 102,266 394,494

営業外費用   

支払利息 12,316 12,268

売上割引 81,757 73,039

その他 67 287

営業外費用合計 94,141 85,595

経常利益 312,897 471,954

特別利益   

固定資産売却益 2,228 －

投資有価証券売却益 － 14,941

特別利益合計 2,228 14,941

特別損失   

固定資産売却損 2,779 －

固定資産処分損 6,261 804

減損損失 954 －

リコール損失引当金繰入額 － 40,673

その他 627 －

特別損失合計 10,623 41,477

税金等調整前四半期純利益 304,501 445,418

法人税等 85,966 184,422

少数株主損益調整前四半期純利益 218,535 260,996

四半期純利益 218,535 260,996
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月26日
　至　平成25年12月25日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 218,535 260,996

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,652 18,172

繰延ヘッジ損益 360,520 1,029,566

為替換算調整勘定 21,879 1,598

その他の包括利益合計 365,746 1,049,336

四半期包括利益 584,282 1,310,333

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 584,282 1,310,333
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によって

おります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年３月26日
至 平成25年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日）

 減価償却費 320,009千円 302,569千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月26日　至　平成25年12月25日）

配当に関する事項

（１）　配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成25年６月21日

株主総会
普通株式 21,814 2.5 平成25年３月25日 平成25年６月24日 利益剰余金

 平成25年10月31日

取締役会
普通株式 21,814 2.5 平成25年９月25日 平成25年12月３日 利益剰余金

 

　　　　　（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期　間末後となるもの

　　　　　　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

配当に関する事項

（１）　配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成26年５月23日

株主総会
普通株式 21,813 2.5 平成26年２月28日 平成26年５月26日 利益剰余金

 平成26年10月10日

取締役会
普通株式 21,811 2.5 平成26年８月31日 平成26年11月11日 利益剰余金

 

　　　　　（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期　間末後となるもの

　　　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年３月26日　至　平成25年12月25日）

　　　　　　当社グループは、報告セグメントが家電製品事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日）

　　　　　　当社グループは、報告セグメントが家電製品事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年３月26日
至　平成25年12月25日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年11月30日）

　　１株当たり四半期純利益金額 25円４銭 29円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 218,535 260,996

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 218,535 260,996

普通株式の期中平均株式数（株） 8,725,790 8,724,732

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【その他】

（１）中間配当

　　　平成26年10月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　　①配当金の総額……………………………………21,811千円

　　　②１株当たりの金額………………………………２円50銭

　　　③支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成26年11月11日

　　（注）平成26年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いをおこなっております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年１月13日

ツインバード工業株式会社

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているツインバード工

業株式会社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年９月１日

から平成26年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ツインバード工業株式会社及び連結子会社の平成26年11月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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